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自動車に適用可能な熱可塑性炭素繊維強化プラスチック(CFRTP)成形技術の開発を目的として，銅と鋼を適切な板厚比

で組み合わせることにより，凹凸状成形面での温度むら抑制と短時間成形を同時に実現する高速・均等加熱冷却プレス金

型を考案・試作し，その加熱冷却特性と成形性について検討した。 

試作した銅クラッド金型を加熱冷却し，その過程での温度分布を測定すると，成形面が凹凸状であるにもかかわらず大

きな温度差はなく，明確な均等加熱冷却効果が得られた。また，銅クラッド金型の加熱冷却に要する時間は従来の鋼製金

型のそれよりも約 40%小さく，大幅な成形時間の短縮が図れることがわかった。さらに，CF/PA66 積層板をプレス成形し

た結果，温度むらのない銅クラッド金型では顕著な成形不良はなく，良好な表面性が得られたことから，提案した本金型

によって，成形時間短縮と高品質成形を同時に実現できることを示した。 
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